












































移され,基 地前の突堤まで海上 を運ばれた.こ こにはソ
連基地から応援に来たクレーン車がオペ レーターと共に
待機 しており,荷上げに協力していた.物資の陸揚げは
25日までに完了し,翌朝 「極地」号は次の 目的地,中 山
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長城基 地 全景(12月下 旬}
さん で 越 冬 隊 長 で もあ る.越 冬18名,夏 隊21名で構 成 さ
れ て い る.越 冬 中 の 観 測 は定 常 観 測 の 気 象,地 磁気 と い
った もの であ り,k要 な 観 測 は夏 期 間 に行 わ れ た.今 年
か ら気 候 変 動 に関 す る研 究 計 画 が 始 め ら れ,ア ル テ ィガ
ス基 地 背 部 の 氷 冠ltにキ ャ ン プ を設 け,氷 厚 測 定 な ど を
行 って い た よ うで あ った が,現 地 へ 行 く機 会が な か っ た
ので 詳 しい こ と は不 明 で あ る.し か し将 来的 に は氷 の コ
アサ ン プ ル取 得 を 目指 して い る もの と思 われ る.こ の 計
i由iに参 加 して い た 蘭州 大 学 の研 究 者 が 絵 葉,ll:に基 地 の ス
タ ンプ を押 して い た.記 念 の ため に と よ く見か ける 光 景
であ るが,こ の絵 葉書 は 名大 の樋 「1敬二教 授 が 以 前 中 国
の氷 河 を 調査 され た と き描 い た風 脚 由iを絵 葉書 に した も
ので あ っ た,お や,こ の嫌 な もの が と い う気 持 と以 前 お
世語 に な った こ とが あ る の で懐 し く思 った.
南極 の 夏 は また 建 設 の時 期 で もあ る.今 年 の1.ξ城 基 地
は仮 りに 主屋 棟 と呼 ぶ が,食 堂 の あ る 建 物 の改 装 と汚 水
処理 施 設 の新 設 とい う/:事が あ った.一}三屋棟 は 第一 次 隊
の と きに 建設 され,現 在 は6つ の2人 用 寝室 と食堂 な ど
とな って いた.こ の う ち3室 を隊 長 公 室 と寝 室 に,他 の
3つ をゲ ス ト用 寝 室 に 改 装 し,ウ ニ派 な 家 具 調 度 を搬 入 し
た.ま た 食 堂 も拡 張 し,内 装 も一一新 され た ほ か,シ ャ
ワー 室 や 婦 人 トイ レ も新 設 され,見 違 え るほ ど 、:':派にな
った.お 陰 で 我 々 は 食 堂 の.1二rP申しば し ば 、シ:った ま ま食
事 をす る こ とが あ った.
3カ 月 に満 た な い 短 い 期 間 で 不 確 か な 印 象 か も知れ な
い が,今 次 隊 は南 極 大陸 の そ れぞ れ 反 対 側 にあ る長城,
中 山の 両 基地 を.・隻 の 船 で 補 給 しよ う と意 気 ごみ の あ る
隊 で あ っ た.ま た 長城 基 地 の 建 設 に 見 ら れ る よ うに環 境
問 題 を考 慮 して 汚 水処 理 施 設 を 新設 した り,主 屋 棟 を 一







佐 藤 夏 雄
昭 和 基 地 に 大型 の 多 目的 衛 星 デー タ受信 シ ステ ムがgド
成 元年1月 に 完 成 し、 月本 の 宇 宙 科 学 研究iり1から打 ち ヒ
げ ら れ た オ ー ロ ラ観 測 衛 星(EXOS-D},f}.:宙開 発事 業
団 の 海 洋 観 測 衛 星CMOS-1)の 受 信 観測 が 順 調 に実 施
され て い る.
この 大 型 衛 星 受 信 シ ステ ム を利 用 して の 国 際 共 同 観 測 ・
研 究 と して,ヨ ー ロ.ノパ,1`:宙機 構(ESA)か ら1991年
3月 に 打'ち1,げがf定 さ れ て い る,地 球 観 測 衛 星
(ERS-1)を昭 和 基地 で 受 信 す る計[lkiが進 め ら れ て い
る.E-ERS-1衛星 に よ る研 究 面 で の 目的 や 国 際 共同研
究 方法 な ど に関 して は,研 究 者 間で か な りの 検 討 が 行 わ
れ て きて い た,
しか し.世 界各 国 の 衛 星受 信JSjにお け る、ERS-1受
信 観測 の実 施 ・運 用 計 画 を具 体 的 に検 討す る国 際 会議 は
今 回 が 初 め て で あ る.
この 第L回E-ERS地 一ヒ受信L・}会議 は イ タ リ ア ・ロ ー
マ 郊 外 の フ ラ スカ テ ィに 在 るESRINで3月1日 か ら6
日に か け て 行 わ れ た.
会議 に は,日 本 か ら宇 宙 開 発 事 業 団(1」1本,若林 さ
ん},東 海 大 ・情 報 技 術 セ ンタ ー 〔坂 田 ・.ド田 先 生},極
地 研 究 所(佐 藤)が,ま た,外 国 か ら はESAを 含 む21
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機関31名が参加した.
会議では,　ESA側か らのERS-1衛星に関する詳細

















































































































外国人客員教授1人.助 教授1人,助 手2人,技 官1人
が認められた.
イ.「データ解析資料部門」が廃1ヒ転換され 「情報科学































近早起き体操クラブ も結成されるなど,忙 しい中楽 しく,
充実 した生活を送っている.
国立極地研究所に2セ ンターが発足
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レ来訪者く
元 年6月8日 　 Mr.　KROEHL,　H,　(米国 国 家 海洋 大気 局
地 球 物理 デ ー タセ ンタ ー 主任 研 究 官)
6月10日 ～6月14日 　 Prof.　DANON,　J.　A.　(ブラ ジ ル
国 立 観測 所 長)
6月21日 ～6月23日 　 Prof,　BREKKE,　A,　(ノー ル ウ
ェ ー トロム ゾ大 学教 授)
6月26日　 Prof.　DUNLOP,　D.　J.　(カナ ダ トロ ン ト大 学
教 授)
7月3日 一7月4日 　 Prof.　ZEIHEN,　L,　G,　(米国 モ ン
タナ 鉱科 大学 教 授)
Prof.　BERG　R.　B.　(米国 モ ン タナ 鉱 科 大 学 教
授,博 物 館 鉱物 キ ュー レタ ー)
Pref,　VOLBORTH,　A.　(米国 モ ン タ ナ 鉱 科 大
学 教授)
Dr.　SHOLES,　M,　(米国 モ ン タ ナ 鉱科 大 学 助教
授)
Dr.　DERKEY,　R.　(米国 モ ン タ ナ鉱 科 大 学 研 究
員)
7月7日 ～7月9日 　 Prof.　BREKKE,　A.　(ノー ル ウ
ェ ー トロ ム ゾ大 学 教授)
7月ll日　 Prof.　GREEN,　D.　H.　(オー ス トラ リ ア タ ス
マ ニ ア大 学 教 授)
7月13日 本 庄 杢　 (Dr.　HONJO,　S.)　(米国 ウ ッ ズ
ホ ー ル海 洋 研 究 所 教授)
7月17日～7月21日 　 Pro{.　DECLEIR,　H,　(ベル ギ ー ブ
リ ュ ッセ ル 自 由大 学 教 授)
7月18日 ～7月22日 　 Mr.　HAMINUDIN,　N.　(京都 大
学 工学 部 電 気 工 学 第二 学 科(木 村 研)京 都 大 学
大 学院 生)
7月20日 ～7月31日 　 Dr,　DESA,　E.　(イン ド国 立 海 洋
研 究所 海 洋 器械 コ ン ピ ュー ター 部 長)
8月3日 ～8月6目 張 儒 媛　(Dr.　Zhaug　Ruyuan中
国 科学 院地 質研 究 所 研 究 員)
縦 開 国　(Dr.　Chal　Mingo中国 科 学 院 地 質 研
究 所 研 究 副
馬 福 臣　(Dr.　Ma　Fuchen.　中 国 科 学 院 国家 基
金 部)
A植 林 　(Prof,　Cong　Bolin　中 国 科 学 院 地 質
研 究 所)
8月14日～8月20日 新 田 直 行　(Dr.　ARAT　A.　N.ブ
ラ ジル 中央 物 理 研 究 所研 究 員)
Dr.　MATTHEWS,　W.　A.　(ニュー ジ ー ラ ン ド
科 学 産 業 省 職 員)
8月17日　 Mr.　GAULL,　B.　A.　(オー ス トラ リア 鉱 学 ・
エ ネル ギ ー省 ム ン ダー リ ン地球 物 理 観 測 所 地 震
災 害 担 当)
8月21日～8月23日　 Prof,　DORMAN、　L,　1,　(モス ク ワ
大 学 教 授)
8月24日 ～8月25日 　 Prof,　FRIEDMANN,　E,　1.　(フロ
リダ州 立 大 学 生 物 科 学 部 教 授)
8月31日 本 庄　 　　(Dr.　HONJO,　S.米国 ウ ッ ズ ホ ー
ル海 洋 研 究 所 先 任 研 究 者)
DL　DORMAN,　C,　E.　(米国 ウ ッズ ホ ー ル 海 洋
研 究 所 長)
Dr.　CURTIN,　T.　B.　(米国 海 軍 研 究 機 構 北 極 圏
研 究 部 長)
9月12日 ～9月14日　 Dr.　ALLISON,　1.　(オー ス トラ リ
ア南 極 局 局 員)
9月15日 ～9月16日 　 Dr.　SEPPELT.　R.　D.　(オー ス ト
ラ リア 南 極 局 主 任 研 究 員)
9月19日　 Mr.　KIM,　S.　(韓国 海 洋 研 究 所 南 極 部 門研 究
員)
9月25日 一9月28日 　 Prof.　BRANAGAN,　D.　F,　(シ ド
ニ ー 大 学 地 質学,地 球 物 理 学 教 室 教 授)
9月26日　 Dr.　BUICK.　1.　(タスマ ニ ア 大 学 地 質 学 部 研
究 員)
9月29日 一9月30日 王 ・奎 仁　(Prof.　Wang　kuiren
中 国科 学 院地 質研 究所 教授)
肖 増 岳　(Dr.　Xiao　Zengyue　中 国 科 学 院 地 質
研 究 所 副 教 授)
刻 乗 光 　(Prof.　Liu　Bingguang　中 国 科 学 院
地 質 研 究 所 教 授)
9月27R～10月4日 　 Prof,　LANGWAY,　C.　C,　Jr,　(ニ
ュー ヨ ー ク州 立 大学 バ ッフ ァ ロー校 教 授)
10月5日 ～10月ll日　 Prof.　ALEXANDER,　V.　(アラ ス
カ州 立 大 学 教 授.海 洋 学 研 究 所長.水 産海 洋 学
校 長)
ll月19日～11月20日　 Pref.　BENSON,　C.　S.　(アラ ス カ
大学 教 授)
10月12日～10月14日　 Dr.　FINDLAY,　R.　H,　(オー ス ト
ラ リア 鉱 山局 主 任 地 質技 師)
10月11日一10月17日　 Prof.　LEBOEUF,　B.　J.　(カリ フ ォ
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平均 蒸 気 圧　(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速　(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　 cloud　cover)　(1/10)































































脱出口の風上 に設け,吹 き溜 り防止や防雪に利用して
見た.あ すか観測拠点の位置は非常に風が強く,また
雪面に物を置 くとす ぐに吹 き溜 りが出来る等地吹雪の
多い所である.こ この建物は.第26次隊から28次隊に






30次隊では,出 入り口小屋の風下に出来る吹 き溜 り
を吹き飛ばす様に,出 入 り口小屋の屋根から風下に向
けて傾斜 した単管パイプを支柱に4段 の邪魔板を渡し








この方法は,風 の強弱により吹 き溜 りの場合を移動
させ る物で.必 ず何処かに吹 き溜 りが出来るので,そ
の吹 き溜 りの出来る場所にさらに吹き払い柵を設置す
れば,吹 き溜 りを遠 くにもっていくことが出来る.
あすか観測拠点は地吹雪が多い地域であるが,比 較
的…方向から強い風が吹 くので,出 入口や脱出口のよ
うに小範囲の防雪には非常に有効である.
しか し,風向きが変わったり,風の強弱によっては
逆効果となり吹 き溜 りの原因にもなることもある.
